
E
V
車
の
登
場
に
よ
り
カ
ー
エ

ア
コ
ン
の
構
造
に
変
化
が
起
き

て
い
ま
す

2
0
2
2
年
11
月
に
発
売
さ
れ
た

日
産　

S
A
K
U
R
A
（
※
参
照

1
）
こ
の
車
両
の
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
は

1
2
3
4
y
f
が
採
用
さ
れ
ガ
ス
の
充

填
量
は
1
0
0
0
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
参
照
2
）（
軽
自
動
車
の
平
均
ガ
ス

量
は
約
3
0
0
ｇ
。
そ
の
約
3
・
5
倍

の
ガ
ス
量
が
充
填
さ
れ
て
い
ま
す
。）

な
ぜ
こ
の
S
A
K
U
R
A
は
エ
ア
コ
ン

ガ
ス
の
充
填
量
が
多
い
の
か
？
こ
れ
は

E
V
車
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム

の
構
造
に
あ
り
ま
す
。

E
V
車
の
構
造
と
カ
ー
エ
ア
コ

ン
の
関
係

E
V
車
の
駆
動
動
力
は
主
に
モ
ー
タ
ー

と
バ
ッ
テ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
そ

の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ

ッ
テ
リ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
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チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
は
長
時
間

の
使
用
や
充
電
の
際
に
熱
を
持
ち
ま
す

の
で
（
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用
す
る
と

熱
く
な
り
ま
す
よ
ね
）
そ
の
保
護
と

し
て
車
両
の
エ
ア
コ
ン
（
冷
房
）
を

利
用
し
て
駆
動
用
電
池
を
冷
却
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
※
参
照

3
）（
E
V
車
全
て
が
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
確

認
が
必
要
。）
通
常
の
車
内
の
冷
房
に

加
え
、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
冷
却
に

も
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
を
必
要
と
す
る
為
、

S
A
K
U
R
A
は
ガ
ス
の
量
を
多
く
設

定
し
て
い
ま
す
。

E
V
車
と
暖
房
に
つ
い
て

E
V
車
に
お
い
て
悩
ま
し
い
問
題
は
暖

房
に
な
り
ま
す
。（
こ
れ
は
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
フ
ロ
ン
メ
ー
カ
ー
も
開
発

に
注
視
し
て
い
ま
す
。）

従
来
の
車
両
の
場
合
、
エ
ン
ジ
ン
の
排

熱
を
利
用
し
て
ヒ
ー
タ
ー
コ
ア
か
ら
暖

か
い
空
気
を
車
内
に
送
り
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
E
V
車
に
は
エ
ン
ジ
ン
が
な

い
為
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
て
暖
房

を
作
り
ま
す
。
そ
の
為
、
車
両
側
に
は

冷
房
用
配
管
と
暖
房
用
配
管
2
つ
が
装

着
さ
れ
、
ガ
ス
を
噴
霧
す
る
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
も
そ
れ
ぞ
れ
2
個
装

着
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
参
照
4
）（
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
と

同
じ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
に
な
り
ま

す
。）
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
配
管
に
は
電

磁
弁
が
装
着
さ
れ
て
お
り
そ
の
電
磁
弁

を
故
障
診
断
機
等
で
開
放
し
な
い
と
エ

ア
コ
ン
ガ
ス
が
回
収
出
来
に
く
い
車
種

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
エ
ア
コ
ン
ビ
ス
ネ
ス
に

つ
い
て

前
部
で
ご
説
明
し
た
様
に
E
V
車
の

エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム
は
よ
り
複
雑
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
ガ
ス

（
1
2
3
4
y
f
）
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
オ
イ
ル
は
新
冷
媒
品
で
同
じ
で
す
が

構
造
が
複
雑
に
な
る
為
、
正
確
な
作
業

や
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
為

ガ
ス
回
収
機
（
※
参
照
5
）
や
故
障
診

断
機
な
ど
は
必
須
と
な
り
ま
す
。
ま
た
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E
V
車
以
外
の
従
来
の
車
両
の
エ
ア
コ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
ガ
ス
回
収
機
は

必
要
不
可
欠
と
な
り
、
全
自
動
で
規
定

量
を
充
填
し
、
真
空
引
き
で
エ
ア
コ
ン

シ
ス
テ
ム
内
の
水
分
を
除
去
す
る
た
め

今
の
整
備
事
業
者
の
状
況
を
考
え
れ
ば

最
適
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
ガ
ス
回
収
機
に
つ
い
て

エ
ア
コ
ン
の
作
業
を
行
う
上
で
今
後
、

必
ず
必
要
に
な
る
の
が
、
エ
ア
コ
ン
ガ

ス
回
収
機
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
エ
ア

コ
ン
ガ
ス
回
収
機
も
多
機
能
化
さ
れ
て

お
り
、
使
い
や
す
さ
等
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
の
優
れ
た
も
の
が
お
勧
め
と
な

り
ま
す
。
回
収
機
に
は
様
々
な
機
能
が

つ
い
て
お
り
、
ガ
ス
回
収
・
真
空
引
き
・

オ
イ
ル
注
入
・
ガ
ス
充
填
な
ど
の
修
理

に
必
要
な
機
能
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
・
カ
ー
用
品
量
販
店
で
よ
く
行
わ
れ

て
い
る
〝
ガ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
〞
と
言

う
機
能
が
人
気
で
す
。
こ
の
ガ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
機
能
は
、
車
両
側
の
エ
ア
コ

ン
ガ
ス
を
回
収
し
、
機
器
内
部
に
回
収

す
る
際
、
ガ
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
、
油

分
、
酸
分
、
水
分
を
オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー

タ
ー
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
等
の

ろ
過
回
路
を
経
て
ほ
ぼ
完

全
に
除
去
（
25
p
p
m
以

下
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
後
、
機
器
内
の

タ
ン
ク
内
の
差
圧
を
利
用

し
て
、
液
化
フ
ロ
ン
に
よ

る
正
確
な
計
量
充
填
を
行

い
ま
す
。
車
両
に
記
載
さ

れ
て
い
る
規
定
量
（
※
参

照
6
）
が
正
確
に
充
填
さ

れ
、
最
近
主
流
で
あ
る
可
変
容
量
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
に
よ
る
過
充
填
ミ
ス
等

は
起
こ
り
に
く
い
仕
様
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
一
部
の
回
収
機
に
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
付
い
て
い
る
の
が
〝
オ
イ
ル

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
〞
と
言
う
機
能
で
す
。

（
※
参
照
7
）
こ
の
機
能
は
、
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
が
焼
き
付
い
た
際
の
配
管
内

の
ス
ラ
ッ
ジ
等
を
大
量
の
液
化
ガ
ス
を

使
用
し
て
配
管
洗
浄
を
行
う
機
能
で
す
。

こ
の
機
能
の
最
大
の
特
徴
は
高
純
度
再

生
さ
れ
た
液
化
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
て
配
管

洗
浄
を
行
う
た
め
、
従
来
、
問
題
と
な

っ
て
い
た
コ
ン
タ
ミ
（
内
部
汚
染
）
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
カ
ー
エ
ア

コ
ン
シ
ス
テ
ム
内
の
乾
燥
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
電
動
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
搭
載
車
で
も
配
管
洗
浄
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
プ
ロ
向
け
の

ユ
ー
ザ
ー
様
に
は
非
常
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。

エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
に
つ
い
て

ガ
ス
回
収
機
の
使
用
の
際
に
は
必
ず

エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
も
必
要
と
な
り

ま
す
。（
※
参
照
8
）
エ
ア
コ
ン
ケ

ミ
カ
ル
に
も
従
来
の
1
3
4
a
タ
イ

プ
（
P
A
G
・
P
O
E
）
と
新
冷
媒

1
2
3
4
y
f
タ
イ
プ
（
P
A
G
・

P
O
E
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
イ

ル
の
仕
様
が
違
う
為
必
ず
見
分
け
方
の

認
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
※
参
照

9
）
デ
ン
ソ
ー
製
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

表
示
を
例
に
解
説
す
る
と
・
・
・

と
オ
イ
ル
の
種
類
は
３
種
類
で
す
。

電
動
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
オ
イ
ル
は

1
3
4
a
と
1
2
3
4
y
f
用
は
N
D

ー
O
I
L 

11
で
共
通
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
に
新
冷
媒
に
対
応
し
た
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
オ
イ
ル
も
必
要
に
な
り
従
来

の
エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
も
よ
り
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
一

般
的
な
オ
イ
ル
か
ら
蛍
光
剤
入
り
タ
イ

プ
・
添
加
剤
タ
イ
プ
・
漏
れ
止
め
剤
と

車
両
状
況
や
用
途
に
あ
わ
せ
て
使
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
今
年
の
夏

も
猛
暑
の
予
想
で
す
。
外
気
温
も
高
く

猛
暑
日
が
続
く
と
エ
ア
コ
ン
の
使
用
頻

度
も
多
く
な
り
、
エ
ア
コ
ン
機
器
類
に

は
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
車
検
・

点
検
で
入
庫
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
様
に
は

暑
く
な
る
前
に
エ
ア
コ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
お
勧
め
し
快
適
な
車
内
環
境
を
ご

提
案
く
だ
さ
い
。
ま
た
エ
ア
コ
ン
関
連

の
商
材
に
は
ガ
ス
・
オ
イ
ル
類
・
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
の
部
品
の
他
に
ブ
ロ
ア

モ
ー
タ
ー
や
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

交
換
の
際
に
は
エ
ア
コ
ン
オ
イ
ル
や
蛍

光
剤
入
り
オ
イ
ル
を
ブ
ロ
ア
モ
ー
タ
ー

交
換
の
際
に
は
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー

の
交
換
を
お
勧
め
す
る
事
で
総
合
的
に

エ
ア
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

Ｚ
Ａ
Ｃ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｙ
で
は
20
年
近
く
培
っ
た
知
識
と
経
験

で
安
心
・
安
全
な
カ
ー
エ
ア
コ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
何
か

ご
不
明
な
点
が
御
座
い
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
等
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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カ
ー
エ
ア
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
に
つ
い
て

　

何
を
質
問
し
て
も
、
人
間
の
よ
う
に

滑
ら
か
な
感
想
文
自
然
な
言
葉
使
い
で

即
座
に
回
答
し
、
翻
訳
、
画
像
作
成
ま

で
や
る
。
そ
ん
な
A
I
（
人
工
知
能
）

「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
が
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。
原
理
的
に
は
神
経
細
胞
の
働
き

を
模
し
た
数
理
モ
デ
ル
で
、
ネ
ッ
ト
か

ら
取
得
し
た
も
の
す
ご
い
量
の
文
章
デ

ー
タ
か
ら
、「
こ
の
単
語
列
の
次
に
は

ど
ん
な
単
語
が
来
る
か
」
を
学
習
し
、

そ
れ
に
加
え
て
、人
間
が
用
意
し
た「
こ

う
い
う
要
求
が
き
た
ら
こ
う
答
え
た
ら

い
い
で
す
よ
」
と
い
う
お
手
本
を
利
用

し
て
微
調
整
し
そ
の
次
に
、
そ
の
モ
デ

ル
が
出
し
て
く
る
答
え
に
対
し
て
人
間

が
「
こ
れ
は
良
い
」
と
か
「
良
く
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
与
え
、出
て
制
御
が
く
る
文
章
が「
人

間
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
」
に
近
づ

く
よ
う
に
強
化
学
習
を
し
て
い
る
ら
し

い
。
自
律
的
に
考
え
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
が
何
ら
か
の
形
で
人
間
に
よ

る
制
御
が
働
い
て
い
る
こ
と
、
誤
っ
た

情
報
は
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
▼
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

チ
ャ
ッ
ト
利
用
例
と「
読
書
感
想
文
を
」

と
の
質
問
に
、
10
秒
足
ら
ず
で
、
本
の

題
名
と
、
滑
ら
か
な
文
章
が
提
示
さ
れ

た
の
を
見
た
▼
以
前
、
氷
が
解
け
る
と

□
に
な
る
。
こ
の
問
い
に
「
水
」
と
は

い
わ
ず
、
柔
ら
か
な
感
受
性
を
も
っ
て

「
春
」
と
答
え
た
子
供
が
い
た
と
い
う

話
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
A
I
は

対
抗
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
質
問
し
た
い

と
思
い
な
が
ら
、
ま
だ
試
し
て
い
な
い
。

 

（
斉
藤
修
一
）
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エアコン冷媒
日産は2023年までに、カーエアコン冷媒の目標GWP*値150
（国内向け乗用車年間出荷台数の加重平均値）の達成を目指
しています。日産サクラのエアコンでは、HFO-1234yf
（GWP値１）を1000g使用しています。
※Global Warming Potential：地球温暖化係数。

参照1

参照2

参照3

駆動用電池冷却
駆動用電池の温度が高いとき、車両のエアコン（冷房）を利
用して、充電前に駆動用電池を冷却し、保護する機能です。
●駆動用電池の温度が一定以上のとき、パワースイッチを
OFFにすると、駆動用電池冷却の実施を確認する画面が、
マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

　「いいえ」を選択したときは、駆動用電池冷却システムは作動しません。

参照4

エキパン2個装着



E
V
車
の
登
場
に
よ
り
カ
ー
エ

ア
コ
ン
の
構
造
に
変
化
が
起
き

て
い
ま
す

2
0
2
2
年
11
月
に
発
売
さ
れ
た

日
産　

S
A
K
U
R
A
（
※
参
照

1
）
こ
の
車
両
の
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
は

1
2
3
4
y
f
が
採
用
さ
れ
ガ
ス
の
充

填
量
は
1
0
0
0
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
参
照
2
）（
軽
自
動
車
の
平
均
ガ
ス

量
は
約
3
0
0
ｇ
。
そ
の
約
3
・
5
倍

の
ガ
ス
量
が
充
填
さ
れ
て
い
ま
す
。）

な
ぜ
こ
の
S
A
K
U
R
A
は
エ
ア
コ
ン

ガ
ス
の
充
填
量
が
多
い
の
か
？
こ
れ
は

E
V
車
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム

の
構
造
に
あ
り
ま
す
。

E
V
車
の
構
造
と
カ
ー
エ
ア
コ

ン
の
関
係

E
V
車
の
駆
動
動
力
は
主
に
モ
ー
タ
ー

と
バ
ッ
テ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
そ

の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ

ッ
テ
リ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
は
長
時
間

の
使
用
や
充
電
の
際
に
熱
を
持
ち
ま
す

の
で
（
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用
す
る
と

熱
く
な
り
ま
す
よ
ね
）
そ
の
保
護
と

し
て
車
両
の
エ
ア
コ
ン
（
冷
房
）
を

利
用
し
て
駆
動
用
電
池
を
冷
却
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
※
参
照

3
）（
E
V
車
全
て
が
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
確

認
が
必
要
。）
通
常
の
車
内
の
冷
房
に

加
え
、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
冷
却
に

も
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
を
必
要
と
す
る
為
、

S
A
K
U
R
A
は
ガ
ス
の
量
を
多
く
設

定
し
て
い
ま
す
。

E
V
車
と
暖
房
に
つ
い
て

E
V
車
に
お
い
て
悩
ま
し
い
問
題
は
暖

房
に
な
り
ま
す
。（
こ
れ
は
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
フ
ロ
ン
メ
ー
カ
ー
も
開
発

に
注
視
し
て
い
ま
す
。）

従
来
の
車
両
の
場
合
、
エ
ン
ジ
ン
の
排

熱
を
利
用
し
て
ヒ
ー
タ
ー
コ
ア
か
ら
暖

か
い
空
気
を
車
内
に
送
り
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
E
V
車
に
は
エ
ン
ジ
ン
が
な

い
為
エ
ア
コ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
て
暖
房

を
作
り
ま
す
。
そ
の
為
、
車
両
側
に
は

冷
房
用
配
管
と
暖
房
用
配
管
2
つ
が
装

着
さ
れ
、
ガ
ス
を
噴
霧
す
る
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
も
そ
れ
ぞ
れ
2
個
装

着
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
参
照
4
）（
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
と

同
じ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
に
な
り
ま

す
。）
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
配
管
に
は
電

磁
弁
が
装
着
さ
れ
て
お
り
そ
の
電
磁
弁

を
故
障
診
断
機
等
で
開
放
し
な
い
と
エ

ア
コ
ン
ガ
ス
が
回
収
出
来
に
く
い
車
種

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
エ
ア
コ
ン
ビ
ス
ネ
ス
に

つ
い
て

前
部
で
ご
説
明
し
た
様
に
E
V
車
の

エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム
は
よ
り
複
雑
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
ガ
ス

（
1
2
3
4
y
f
）
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
オ
イ
ル
は
新
冷
媒
品
で
同
じ
で
す
が

構
造
が
複
雑
に
な
る
為
、
正
確
な
作
業

や
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
為

ガ
ス
回
収
機
（
※
参
照
5
）
や
故
障
診

断
機
な
ど
は
必
須
と
な
り
ま
す
。
ま
た

E
V
車
以
外
の
従
来
の
車
両
の
エ
ア
コ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
ガ
ス
回
収
機
は

必
要
不
可
欠
と
な
り
、
全
自
動
で
規
定

量
を
充
填
し
、
真
空
引
き
で
エ
ア
コ
ン

シ
ス
テ
ム
内
の
水
分
を
除
去
す
る
た
め

今
の
整
備
事
業
者
の
状
況
を
考
え
れ
ば

最
適
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
ガ
ス
回
収
機
に
つ
い
て

エ
ア
コ
ン
の
作
業
を
行
う
上
で
今
後
、

必
ず
必
要
に
な
る
の
が
、
エ
ア
コ
ン
ガ

ス
回
収
機
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
エ
ア

コ
ン
ガ
ス
回
収
機
も
多
機
能
化
さ
れ
て

お
り
、
使
い
や
す
さ
等
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
の
優
れ
た
も
の
が
お
勧
め
と
な

り
ま
す
。
回
収
機
に
は
様
々
な
機
能
が

つ
い
て
お
り
、
ガ
ス
回
収
・
真
空
引
き
・

オ
イ
ル
注
入
・
ガ
ス
充
填
な
ど
の
修
理

に
必
要
な
機
能
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
・
カ
ー
用
品
量
販
店
で
よ
く
行
わ
れ

て
い
る
〝
ガ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
〞
と
言

う
機
能
が
人
気
で
す
。
こ
の
ガ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
機
能
は
、
車
両
側
の
エ
ア
コ

ン
ガ
ス
を
回
収
し
、
機
器
内
部
に
回
収

す
る
際
、
ガ
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
、
油

分
、
酸
分
、
水
分
を
オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー

タ
ー
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
等
の

ろ
過
回
路
を
経
て
ほ
ぼ
完

全
に
除
去
（
25
p
p
m
以

下
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
後
、
機
器
内
の

タ
ン
ク
内
の
差
圧
を
利
用

し
て
、
液
化
フ
ロ
ン
に
よ

る
正
確
な
計
量
充
填
を
行

い
ま
す
。
車
両
に
記
載
さ

れ
て
い
る
規
定
量
（
※
参

照
6
）
が
正
確
に
充
填
さ

れ
、
最
近
主
流
で
あ
る
可
変
容
量
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
に
よ
る
過
充
填
ミ
ス
等

は
起
こ
り
に
く
い
仕
様
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
一
部
の
回
収
機
に
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
付
い
て
い
る
の
が
〝
オ
イ
ル

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
〞
と
言
う
機
能
で
す
。

（
※
参
照
7
）
こ
の
機
能
は
、
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
が
焼
き
付
い
た
際
の
配
管
内

の
ス
ラ
ッ
ジ
等
を
大
量
の
液
化
ガ
ス
を

使
用
し
て
配
管
洗
浄
を
行
う
機
能
で
す
。

こ
の
機
能
の
最
大
の
特
徴
は
高
純
度
再

生
さ
れ
た
液
化
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
て
配
管

洗
浄
を
行
う
た
め
、
従
来
、
問
題
と
な

っ
て
い
た
コ
ン
タ
ミ
（
内
部
汚
染
）
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
カ
ー
エ
ア

コ
ン
シ
ス
テ
ム
内
の
乾
燥
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
電
動
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
搭
載
車
で
も
配
管
洗
浄
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
プ
ロ
向
け
の

ユ
ー
ザ
ー
様
に
は
非
常
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。

エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
に
つ
い
て

ガ
ス
回
収
機
の
使
用
の
際
に
は
必
ず

エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
も
必
要
と
な
り

ま
す
。（
※
参
照
8
）
エ
ア
コ
ン
ケ

ミ
カ
ル
に
も
従
来
の
1
3
4
a
タ
イ

プ
（
P
A
G
・
P
O
E
）
と
新
冷
媒

1
2
3
4
y
f
タ
イ
プ
（
P
A
G
・

P
O
E
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
イ

ル
の
仕
様
が
違
う
為
必
ず
見
分
け
方
の

認
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
※
参
照

9
）
デ
ン
ソ
ー
製
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

表
示
を
例
に
解
説
す
る
と
・
・
・

と
オ
イ
ル
の
種
類
は
３
種
類
で
す
。

電
動
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
オ
イ
ル
は

1
3
4
a
と
1
2
3
4
y
f
用
は
N
D

ー
O
I
L 

11
で
共
通
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
に
新
冷
媒
に
対
応
し
た
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
オ
イ
ル
も
必
要
に
な
り
従
来

の
エ
ア
コ
ン
ケ
ミ
カ
ル
も
よ
り
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
一

般
的
な
オ
イ
ル
か
ら
蛍
光
剤
入
り
タ
イ

プ
・
添
加
剤
タ
イ
プ
・
漏
れ
止
め
剤
と

車
両
状
況
や
用
途
に
あ
わ
せ
て
使
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
今
年
の
夏

も
猛
暑
の
予
想
で
す
。
外
気
温
も
高
く

猛
暑
日
が
続
く
と
エ
ア
コ
ン
の
使
用
頻

度
も
多
く
な
り
、
エ
ア
コ
ン
機
器
類
に

は
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
車
検
・

点
検
で
入
庫
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
様
に
は

暑
く
な
る
前
に
エ
ア
コ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
お
勧
め
し
快
適
な
車
内
環
境
を
ご

提
案
く
だ
さ
い
。
ま
た
エ
ア
コ
ン
関
連

の
商
材
に
は
ガ
ス
・
オ
イ
ル
類
・
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
の
部
品
の
他
に
ブ
ロ
ア

モ
ー
タ
ー
や
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

交
換
の
際
に
は
エ
ア
コ
ン
オ
イ
ル
や
蛍

光
剤
入
り
オ
イ
ル
を
ブ
ロ
ア
モ
ー
タ
ー

交
換
の
際
に
は
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー

の
交
換
を
お
勧
め
す
る
事
で
総
合
的
に

エ
ア
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

Ｚ
Ａ
Ｃ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｙ
で
は
20
年
近
く
培
っ
た
知
識
と
経
験

で
安
心
・
安
全
な
カ
ー
エ
ア
コ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
何
か

ご
不
明
な
点
が
御
座
い
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
等
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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ジ
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２
０
２
０
年
４
月
よ
り
始
ま
っ
た
特
定

認
証
制
度
か
ら
は
や
３
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
今
後
、
必
要
不
可
欠
と
な

る
で
あ
ろ
う
エ
ー
ミ
ン
グ
機
器
で
あ
る
が

最
近
は
様
々
な
メ
ー
カ
ー
よ
り
機
器
が
発

売
さ
れ
購
入
に
頭
を
悩
ま
す
整
備
工
場

様
・
板
金
工
場
様
も
少
な
く
は
な
い
。
そ

ん
な
中
、Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｌ
Ｅ　

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
Ｐ
Ｒ

Ｏ　

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ　

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
エ

ー
ミ
ン
グ
作
業
を
正
確
に
、
素
早
く
簡
単

に
調
整
で
き
作
業
時
間
を
大
幅
に
削
減
で

き
ま
す
。

特
徴
１

液
晶
モ
ニ
タ
ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
表
示

メ
ー
カ
ー
、
車
種
別
に
カ
メ
ラ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
で
き
る
の
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
保
管
場
所
も
不
要
で
す
。

特
徴
２

カ
メ
ラ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
自
動
補
正
表
示
機
能

カ
メ
ラ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
自
動
補
正
す
る
正

対
補
正
技
術
を
持
ち
、
ア
ナ
ロ
グ
な
測
定

作
業
が
不
要
と
な
り
ま
す
。　

通
常
１
時

間
程
度
か
か
る
校
正
作
業
が
５
分
程
度
で

完
了
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

特
徴
３

省
ス
ペ
ー
ス
で
作
業
可
能

通
常
の
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
で
は
カ
メ
ラ
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
位
置
に
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｌ
Ｅ　

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
Ｐ
Ｒ
Ｏ　

Ｄ
ｉ

ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
で
は
カ
メ
ラ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
距
離
を
任
意
に
設
定　

で
き
る
た
め
、
省
ス
ペ

ー
ス
で
作
業
実
施
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

特
徴
４

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
接
続
に
よ
る
自
動
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
が
必
要
な
新
車
種
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｌ
Ｅ　

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
Ｐ
Ｒ
Ｏ　

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
で
は　

最
新
の
情
報

を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
を
通
じ
て
提
供
し
、
常
に

最
適
な
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
が
行
え
ま
す
。

お
取
り
扱
い
に
ご
興
味
の
あ
る
整
備
工
場
様
は
オ

ー
ト
ハ
ン
ズ
会
員
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

（
布
施
茂
雄
）

　

熊
本
で
は
ど
こ
で
も
ス
ー
パ
ー
で
売
っ

て
い
て
、
広
く
県
民
に
も
多
く
食
べ
ら
れ

て
い
る
名
産
品
の
馬
刺
し
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
馬
刺
し
を
食
べ
る
県
と
し

て
は
熊
本
・
長
野
・
青
森
・
福
島
等
が
あ

り
ま
す
。
熊
本
で
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

加
藤
清
正
が
出
兵
の
際
食
糧
不
足
に
な

り
、
仕
方
な
く
軍
馬
を
食
し
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
馬
肉
は
牛
や

豚
と
違
い
体
温
が
高
く
菌
を
保
持
し
づ
ら

い
性
質
で
あ
り
、
ま
た
食
物
を
反
芻
し
な

い
の
で
細
菌
が
殆
ど
居
な
い
事
、
ま
た
そ

の
上
に
安
全
基
準
を
厳
し
く
管
理
し
た
う

え
で
生
食
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
馬

刺
し
の
種
類
に
は
そ
の
部
位
に
よ
り
霜
降

り
・
赤
身
・
タ
テ
ガ
ミ
・
コ
ウ
ネ
・
フ
タ

エ
ゴ
等
が
り
ま
す
が
、
特
筆
す
べ
き
は
牛

や
豚
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
レ
バ
ー
刺
し
な

ど
の
ホ
ル
モ
ン
の
生
食
が
認
め
ら
れ
て
い

る
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
安
全
基
準
管
理
は

先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
熊
本
で

は
普
通
に
馬
刺
し
が
売
っ
て
お
り
、
家
庭

で
も
気
軽
に
食
卓
に
上
り
ま
す
。
生
ニ
ン

ニ
ク
や
し
ょ
う
が
等
を
薬
味
に
し
て
食
べ

ま
す
が
、
他
県
と
は
醤
油
に
違
い
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
熊
本
で
は
刺

身
等
に
使
う
醤
油
は
、
普
通
の
濃
い
口
醤

油
よ
り
も
さ
ら
に
濃
厚
な
甘
み
が
あ
る
事

で
す
。
私
は
馬
刺
し
は
熊
本
の
醤
油
で
ニ

ン
ニ
ク
を
利
か
せ
て
食
べ
る
の
が
一
番
大

好
き
で
す
。
お
店
に
よ
っ
て
は
馬
刺
し
と

醤
油
を
セ
ッ
ト
で
売
っ
て
い
る
店
も
あ
り

ま
す
の
で
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

（
平
山
正
也
）
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地
元
の
美
味
し
い
も
の

熊本県

熊
本
の
醤
油
で
食
す「
馬
刺
し
」

autohands meeting report2023
SUMMERREPORT
例会便り

　オートハンズの経営開発委員会を5月11日
に、広報委員会を5月17日にZOOMを使って
開催しました。広報委員会は、望月会長、北
川社長にも同席を頂き、2022年度のオート
ハンズ通信の発行など活動内容の総括、およ
び2023年度の活動計画案についての議論が
行われました。
　その後各委員会のミーティングの結果を踏
まえて、6月28日に総会が行われました。コ
ロナの分類が５類へと変更になり経済活動が
活発化に向かう中、オートハンズとしても、
お客様の更なる発展に向け積極的な活動を行
う意を新たにするものであります。

（柳瀬幸一）

5th
Meeting

高品質&サビに強い
ＳＤＲディスクローター

VOLUME 51Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

MAHLE社製　MAHLE TechPRO DigitalADAS



市
民
に
愛
さ
れ
る
「
猪
鼻
城
」

　

千
葉
県
の
県
庁
所
在
地
、
千
葉
市
。

関
東
有
数
の
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
市

内
に
は
中
世
の
歴
史
の
痕
跡
が
色
濃
く

残
っ
て
い
ま
す
。
県
庁
や
市
役
所
、
裁

判
所
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
官
庁
街
を
歩
い

て
い
る
と
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
間
か
ら

高
く
そ
び
え
る
猪
鼻
（
い
の
は
な
）
城

の
天
守
閣
が
見
え
ま
す
。
城
が
築
か
れ

た
台
地
が
猪
の
鼻
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
猪
鼻
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
天
守
閣
が
建
つ
台
地

一
帯
は
、「
亥
鼻
（
い
の
は
な
）
公
園
」

と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ
の
天
守
閣
は
模
擬
天
守
で
、
か

つ
て
城
が
あ
っ
た
と
き
に
は
天
守
閣
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
守
閣
は
な
い

も
の
の
、
猪
鼻
城
は
要
害
性
の
高
い
台

地
に
築
か
れ
、
土
塁
や
空
堀
と
い
う
敵

を
阻
む
防
衛
機
能
を
備
え
た
戦
国
時
代

の
城
で
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
千
葉
氏

家
臣
の
原
氏
の
城
だ
っ
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

千
葉
氏
と
千
葉
の
街

「
千
葉
」
は
、
２
０
２
２
年
の
大
河
ド

ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
も
活
躍
し

た
千
葉
氏
の
本
拠
地
で
す
。
岡
本
信
人

さ
ん
が
演
じ
た
千
葉
常
胤
（
つ
ね
た

ね
）
は
、
源
頼
朝
を
支
え
、
鎌
倉
時
代

と
い
う
新
し
い
時
代
を
頼
朝
と
共
に
作

り
上
げ
ま
し
た
。
常
胤
は
頼
朝
か
ら
、

父
と
慕
わ
れ
る
ほ
ど
信
頼
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
の
千
葉
氏
の
館
は
、

猪
鼻
の
台
地
の
麓
、
現
在
裁
判
所
が
建

つ
付
近
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
辺

に
は
千
葉
氏
が
頼
朝
を
迎
え
る
と
き
に

詠
ん
だ
歌
に
因
む
「
君
待
ち
橋
」
や
、

頼
朝
が
祈
願
に
立
ち
寄
っ
た
「
白
幡
神

社
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
化
さ
れ
た
市
街
地
と
、
千
葉
一

族
の
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
歴
史

の
痕
跡
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
千
葉
の
街

の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
猪
鼻
城
の
天

守
閣
は
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
に
な
っ

て
い
て
、
千
葉
氏
の
歴
史
を
存
分
に
学

び
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
展
望
室
か
ら
市
街
地
を
眺
め
、

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
長
坂
圭
将
）
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
千
葉
県
・
千
葉
市
〜

BEST SELLER
おススメの本

　著者帚木氏は、精神科医である傍ら、小説家
としても活躍し、数々の文学賞を受賞してい
る。「ネイティブ・ケイパビリティ」とは聞き
なれない言葉だが、〔どうにも答えの出ない、
どうにも対処しようのない事態に耐える能力〕
を指すという。更にいうと正しい答えが見当た
らない時、改善する手段を持たない時、性急に
答えを見つけようとするのはやめて、宙ぶらり
んの状態に耐えていけばもっと良い解決に至る
んじゃないかという心構えと、それに耐えられ
る能力を持つということを言うらしい。それが
現代人には不足していると、著者は言う。我々
が生きていく上では、“問題を解決する力”以
上に“解決できない問題を抱えたまま耐える
力”こそが必要になると提言する。何故ならば、
［むしろ人が生きていく　解決できる問題より
も解決できない問題のほうが、何倍も多い］体
からだと。我々は「正しい答え」を「いち早く」
導き出す能力ばかりを訓練されてきたかもしれ
ない。著者の提言をかみしめたいと思う。　

（齋藤修一）

ネイティブ・ケイパビリティ
答えの出ない事態に耐える力

 著者／帚木蓬生 （朝日新聞出版）
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